
 
 
 
 

※日本大学の学生がまとめたものです。 

 

東習志野・実花地区グループ 

 
○ 利用者を限定し，障害者をメインに健常者も使える機能を考え

るべきではないか。例えば，一階に体育館のようなイベントが
できる多目的スペース，二階には障害者のための専門スペース
（手話教室など），三階には厨房を設ける。屋外には野菜の直売
所など地場産業のためのスペースがほしい。 

  東部体育館のような可動式のステージがあり，屋外に庇のある
スペースが理想だ。 

 
○ 子供と老人の交流できる，おもちゃ病院（壊れたおもちゃを地

域の大人が子供と一緒に直すもの）もできるのではないか。 
 
○ コミュニティセンター内にあるヘルスステーションでは対応し

きれないことがあるので，福祉の拠点施設がほしい。 
 
○ 東習志野コミュニティセンターとの共存が重要である。 

 
○ シルバーハウジング（国による福祉住宅）があるため，独居老

人のための食事宅配サービスや家事支援サービスが重要である。
日照も考える。 

 
○ パソコン教室がほしい。 

 
○ 地域サロン（母子・高齢者の交流施設）があるが，利用者は高

齢者が多く子供が集まらないでいる。 
 
○ 男の料理教室があるといい。 
 
○ 東習志野地区は文教施設が充実しているため，専門性の高い施

設が必要なのではないか。 
 
○ 障害者＋母子＋高齢者のための施設が必要なのではないか。 

グループ討議での主な意見について 



 
○ 地域の人が集まれるようなフリーマーケットや、おもちゃ病院

のようなおもちゃ広場もあればいい。 
 
○ 県営実籾住宅内にある保育所の需要が高まるため，保育所を増

設できないか。 
 
○ 道の駅のようなまちの駅（地域交流・情報の拠点）として機能

できないか。 
 
○ 弁護士や福祉士による総合相談所が必要なのではないか。 
 
○ 東習志野連合町会で実施している独居老人のための食事会は人

数が増え続けるため，コミュニティセンター以上の広いスペー
スがほしい。 

 
 ○1700 ㎡の土地にあるタイサンボクを生かす。 
 
 ○高齢者が簡単なリハビリができる機能がほしい。 
 
 ○各地域にある、ふれあい・いきいきサロンの総合拠点はどうか。 
 
 ○交流を盛んにして、孤独死ゼロを目指す。 
 
 ○引きこもりや認知症の人も自由にふれあえるサロン。 
 
 ○高齢者が子供にサービスを、子供が高齢者にサービスするよう

な役割が必要。 
 
 ○コミュニティセンターのように地域住民が施設の運営をする。 
 
 ○子供を 24 時間預けることができる施設はどうか。 
 
 ○児童を中心にした支援センターはどうか。 
 
 
 
 
 
 



実籾・新栄地区グループ 

 
○ 実籾県営住宅の居住者を対象の中心とした施設 
 
○ 現在のヘルスステーションが狭いため、ヘルスステーションを

拡充したもの 
 
○ 高齢者が憩えるような静かな場所 
 
○ 高齢者と子供が、障害者と健常者が交流できるような老人・  

児童・障害者福祉施設 
 
○ 小学校低学年は塾に行く高学年と遊ぶ機会が少ないため、小学

校高学年までの子供は集える場所 
 
○ 地産千消のため、野菜農園のある広場 
 
○ 家族等の急な用事の時に、介護サービスを受ける高齢者等が 

泊まることもできるような施設 
 
○ 地域の人が働ける食事処 
 
○ 最期を家で過ごせるようなまちづくり 

 
（まとめ） 

福祉施設を中心として、地域の人がふれあえるような場所で あ
ることが望ましい。大きく３つの意見がある。 

① ヘルスステーションの拡充 
② 老人＋児童＋障害者福祉施設 
③ 最期まで家で過ごせるようなまちづくり 

 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
ごちゃまぜグループ 
 
○ 四季折々の草花が地域の手（ボランティア）で植えられ、車椅 
子でも自由に移動できるような歩道 
 

○ 子どもや元気な高齢者だけでなく、車椅子の方がバスケットボ 
ールを楽しめるような広い空間で、そこで地域の方々が交流で
きるような多目的室（広場） 
 

○ 地域の会合の際に 200 人程度の地域住民の方々が集まれる部屋 
大きな部屋は、間仕切りが可能であり、通常は色々なサークル

活動の出来る部屋として利用できる。一部は、地域の独居高齢者
の方が食事をしながら交流できる部屋。一部は、独居高齢者の方
のための食事を調理したり、地域の方のための料理教室が開催で
きる調理室。 

 
○ その他に、現在、近隣の小学校の 1 室を借りて運営している家

事支援サービスの事務所 
 

○ 子どもを預ける場所（働くお母さんのための、幼稚園や保育園
では対応できない部分のサービス） 

 
○ 東習志野コミュニティセンター３階にあるヘルスステーション

（現在のヘルスステーションが手狭） 
 

○ 高齢者がいつまでも元気でいられる健康づくり教室 
 

○ 外の広場では、地域の農家が地元野菜を売ることができる  
野菜直販所 

 
○ 晴れた日には、独居高齢者がお弁当を持って広場でお食事 

 
（まとめ） 
 １Fにバリアフリーの多目的室と広場、２F に健康づくりのための
部屋と調理室と和室、３Fにヘルスステーションと社会福祉協議会
事務所 


